
江府町告示第15号

平成26年２月28日

江府町長 竹 内 敏 朗

第２回江府町議会定例会を下記のとおり招集する。

記

１、期 日 平成26年３月７日

２、場 所 江府町役場議場

○開会日に応招した議員

三 好 晋 也 竹 茂 幹 根 三 輪 英 男

川 上 富 夫 上 原 二 郎 越 峠 惠美子

長 岡 邦 一 田 中 幹 啓 川 端 雄 勇

○応招しなかった議員

な し
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第２回 江 府 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日）

平成26年３月７日（金曜日）

議事日程

平成26年３月７日 午前10時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４ 議案第７号 江府町特別職等の給与の特例に関する条例の一部改正について

日程第５ 議案第８号 江府町道路占用料徴収条例の一部改正について

日程第６ 議案第９号 江府町道路、普通河川等管理条例の一部改正について

日程第７ 議案第10号 江府町簡易水道等施設の設置及び給水に関する条例の一部改正について

日程第８ 議案第11号 江府町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついて

日程第９ 議案第12号 江府町林業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついて

日程第10 議案第13号 江府町特定環境保全公共下水道処理施設の設置及び管理に関する条例の

一部改正について

日程第11 議案第14号 江府町立中学校等設置条例の一部改正について

日程第12 議案第15号 江府町立学校施設使用条例の一部改正について

日程第13 議案第16号 江府町運動公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について

日程第14 議案第17号 江府町社会教育委員に関する条例の一部改正について

日程第15 議案第18号 江府町特別導入事業基金条例の一部改正について

日程第16 議案第19号 江府町地域活性化ひとづくり事業基金の設置及び管理並びに処分に関す

る条例を廃止する条例の制定について

日程第17 議案第20号 江府町子ども⋞子育て会議設置条例の制定について

日程第18 議案第21号 奥大山チロルの里多目的施設に係る指定管理者の指定について

日程第19 議案第22号 江府町商工観光センターに係る指定管理者の指定について

日程第20 議案第23号 江府町奥大山の水処理加工施設に係る指定管理者の指定について
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日程第21 議案第24号 江府町奥大山の水交流促進センターに係る指定管理者の指定について

日程第22 議案第25号 江府町農家労働軽減支援施設に係る指定管理者の指定について

日程第23 議案第26号 江府町江尾地区地域活性化施設に係る指定管理者の指定について

日程第24 議案第27号 平成26年度鳥取県日野郡江府町一般会計予算

日程第25 議案第28号 平成26年度鳥取県日野郡江府町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

日程第26 議案第29号 平成26年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

日程第27 議案第30号 平成26年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）予算

日程第28 議案第31号 平成26年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

予算

日程第29 議案第32号 平成26年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（サービス事業勘

定）予算

日程第30 議案第33号 平成26年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特別会計予算

日程第31 議案第34号 平成26年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計予算

日程第32 議案第35号 平成26年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計予算

日程第33 議案第36号 平成26年度鳥取県日野郡江府町簡易水道事業特別会計予算

日程第34 議案第37号 平成26年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計予算

日程第35 議案第38号 平成26年度鳥取県日野郡江府町林業集落排水事業特別会計予算

日程第36 議案第39号 平成26年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水道事業特別会計予

算

日程第37 議案第40号 平成26年度鳥取県日野郡江府町江尾財産区特別会計予算

日程第38 議案第41号 平成26年度鳥取県日野郡江府町神奈川財産区特別会計予算

日程第39 議案第42号 平成26年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計予算

日程第40 議案第43号 平成25年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第９号）

日程第41 議案第44号 平成25年度鳥取県日野郡江府町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予

算（第３号）

日程第42 議案第45号 平成25年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第４号）

日程第43 議案第46号 平成25年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）補正

予算（第４号）

日程第44 議案第47号 平成25年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）
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補正予算（第４号）

日程第45 議案第48号 平成25年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（サービス事業勘

定）補正予算（第３号）

日程第46 議案第49号 平成25年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特別会計補正予算（第

１号）

日程第47 議案第50号 平成25年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）

日程第48 議案第51号 平成25年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第49 議案第52号 平成25年度鳥取県日野郡江府町簡易水道事業特別会計補正予算（第５

号）

日程第50 議案第53号 平成25年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

４号）

日程第51 議案第54号 平成25年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水道事業特別会計補

正予算（第２号）

日程第52 議案第55号 平成25年度鳥取県日野郡江府町神奈川財産区特別会計補正予算（第１

号）

日程第53 議案第56号 平成25年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計補正予算（第２号）

日程第54 予算特別委員会の設置について

日程第55 陳情書の処理について

出席議員（９名）

１番 三 好 晋 也 ２番 竹 茂 幹 根 ３番 三 輪 英 男

４番 川 上 富 夫 ５番 上 原 二 郎 ６番 越 峠 惠美子

７番 長 岡 邦 一 ８番 田 中 幹 啓 ９番 川 端 雄 勇

欠席議員（１名）

10番 森 田 智

欠 員（なし）
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事務局出席職員職氏名

事務局長 加 藤 泉

説明のため出席した者の職氏名

町長 竹 内 敏 朗 副町長 白 石 祐 治

教育長 加 藤 泰 巨 教育次長 山 川 浩 市

企画財政課長 川 上 良 文 奥大山まちづくり推進課長 矢 下 慎 二

住民課長 森 田 哲 也 福祉保健課長 瀬 島 明 正

建設課長 下 垣 吉 正 農林課長 梅 林 茂 樹

奥大山スキー場管理課長 川 上 豊 会計管理者 中 川 久美子

社会教育課長 石 原 由美子 総務課長参事 奥 田 慎 也

午前１０時０５分開会

○議長（川上 富夫君） おはようございます。本日の欠席通告は森田智議員の１名ですが、定足

数に達しております。

これより、平成２６年第２回江府町議会定例会を開会いたします。

本日の議事日程は、配布のとおりであります。

地方自治法第１２１条の規定により、今期定例会に出席を求めた者は、お手元に配布した報告

書のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

⋞ ⋞

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（川上 富夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議

規則第１２５条の規定により、議長において、３番三輪英男議員、５番上原二郎議員の両名を指

名いたします。

⋞ ⋞

日程第２ 会期の決定

○議長（川上 富夫君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

過般、議会運営委員会が開かれ審議された結果、議会運営委員長からお手元に配布のとおり答

申を受けたので、お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日より３月２０日までの１４日間
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といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１４日間と決定いたしました。

⋞ ⋞

日程第３ 諸般の報告

○議長（川上 富夫君） 日程第３、諸般の報告を行います。初めに、議長報告を行います。１２

月議会以降の議会活動については、お手元に配布しました議会活動報告のとおりであり、説明を

省略しご覧いただくことでご了承願います。

また、監査委員から各月の例月出納検査の結果報告書が、議長の手元に提出されております。

詳細については、事務局の方でご覧願います。

続いて、町長報告を行います。町長からの報告事項がありましたら、この際報告をしていただ

きます。

○町長（竹内 敏朗君） 議長。

○議長（川上 富夫君） 竹内町長。

○町長（竹内 敏朗君） １２月定例議会以降の行政報告につきましては、お手元に行政報告各課

別をお配りいたしておりますが、主な事業につきましてご報告させていただきます。

先ず、行政関係でございますが、公共料金見直し委員会を１月２７日に行ったところでござい

ます。平成２６年３月、昨年３月に答申がありました上⋞下水道料金の見直しについて再度協議

をしていただきました。つきましては４月からの消費税の改正等もあり料金改正については、一

時凍結することにまとめていただいたところでございます。

次に３ページ。保健関係でございます。第１回江府町ウエルビクス大会を山村開発センターで

開催いたしました。高齢者の運動機能の維持向上と動脈硬化対策として取り組んでおりますウエ

ルビクス運動の普及推進のために鹿屋体育大学の竹島先生を講師に約１００名の参加を得て開催

いたしました。準備をしておりました以上にたくさんおいでいただきました。ただこのウエルビ

クスは、３本の柱で担当課また町としても実施いたしております。一つは健康推進ということ。

そして、地域づくり、集落づくりということで大変多くの集落⋞グループで実践をいただいてお

り、私も出席しご挨拶申し上げましたが、関心の高さには敬服いたす所でございます。今後この

運動を中心に集落活性化や地域活性化につながっていけばという願いを持ったところでございま

す。

次に５ページ、地域おこし協力隊事業関係でございます。昨年１１月から募集を実施して参り
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ました。書類選考等実施して参りました。まちづくり関係には１２名。農業者関係には２名等々

たくさんご応募いただきました。結果として、４月１日採用予定にしておりますのは、まちづく

り関係につきましては４名、農業関係につきましては２名を４月採用ということで準備を進めて

いるところでございますのでよろしくお願いいたします。次に道の駅につきましては、推進協議

会、専門部会、幹事会、研修会等順次行いながら来年５月連休前にオープンということで、今準

備を進めております。新年度におきましては物販施設等の建設費を上程いたす予定にしておりま

すので、ご理解を頂戴したいと思います。県の協力を得ながら町がすべきこと、県にやっていた

だくこと、ただ最終的には運営等が重要になろうかと思いますので、その辺につきまして協議を

進めていただいておるところでございます。また、移住定住のＢＩＧ相談会にも出掛けながら、

定住政策に伴って対応していこうということでございますが、現在１世帯町内の集落に定住いた

だくような状況が生まれており、集落のご理解等も得ているという報告を受けたところでござい

ます。また、交流関係につきまして、毎年雪を送らせていただいております阪神淡路大震災でご

ざいますが、今年は、１９回ということでご協力をいただきまして雪を運び、雪地蔵をつくり、

多くの犠牲者の皆さんの慰霊を行っているところでございます。来年は２０回ということで一つ

の節目になろうかと考えております。町といたしましても魚崎協議会との交流等で慰霊碑を建立

いたしておりますので、その辺の関係も出てくるものと思っております。

次に７ページ、農業振興関係でございます。江府町地域農業再生協議会の開催に伴いまして、

平成２６年度の水稲生産面積目標の配分を県から受け、それを各集落に行ったところでございま

す。平成２５年度の実績では、水田総面積４７６．６５ｈａに対しまして、当初は３０３．３７

ｈａの予定で配分を受けておりましたが、調整後におきましても３０３．１８ヘクタールという

ような状況になっております。水稲生産面積は３０１．１１ｈａ、転作実施面積は、１７５．５

１ｈａとなっております。備蓄米⋞加工米を作っていただいて転作カウントになっている部分も

ございます。本年につきましては、水稲生産面積が減少し、言えば転作率が上がっておるという

配分関係になっております。水稲生産面積は２８７．８４ｈａ、転作配分面積は、１８８．０８

ｈａということでございます。ただ備蓄米を生産いただき転作カウントとするためには、３１．

５９ｈａは備蓄米を作っていただこうと再生協議会で調整がなされているところでございます。

また災害関係でございますが、補正予算の中にも掲げておりました、国の高率補助ということ

で分担金、農家の皆さまのご負担、地域の皆さまのご負担が軽減できたわけでございますけども、

事業実施につきましては、繰越明許という形でこれから本格的な工事発注、工事施工ということ

になっていくと思います。補正予算の中で繰越明許を掲げておりますのでよろしくお願い申し上
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げたいと思います。

除雪関係につきましては、この中心部、標高の低い地域は、気象庁が発表した状況から言いま

すと、雪が少なかったわけでございますが、標高の高い地域にはここでは考えられない積雪状況

がございまして、結構除雪作業がございました。大きなトラブル等もなく、順調に作業をしてい

ただき住民の皆さんに喜んでいただいていると考えるところでございます。

教育関係につきまして、９ページに掲げておりますのでよろしくお願いしたいと思います。特

に学校教育では西ノ島町との交歓交流、第３５回を迎えましたけども、夏には西ノ島へ、冬には

江府町のスキー場にと交流を深めているところでございます。また中学生それぞれの大会でスキ

ー、吹奏楽と頑張っていただいているところでございます。また、青少年育成では、毎年実施し

ていただいておりますが、２月８日には「ふれあいもちつき大会」、青少年関係の皆様、食生活

改善の皆様、みちくさの皆様にご協力いただき、子供たちと交流を深めていただいているようで

ございます。

人権⋞同和関係では全国大会等実施され、また研修に積極的に参加され学習を深めていただい

ておるところでございます。

生涯学習ですが、議員の皆様にもお世話になりました。江府町成人式を、今年は成人者の主催

でということで実施させていただきました。ただ、段取りが少し十分でございませんでご来賓の

議員の皆様にもご迷惑をかけたという状況もあったと思います。お許しをいただきまして、よろ

しくお願い申し上げたいと思います。

なお生涯スポーツで、第１４回鳥取県民スポレク冬季大会を奥大山スキー場で開催する予定に

しておりましたが、天候不良のため中止にいたしたところでございます。

以上主だったものをご説明し、詳細には配布いたしました内容でご確認いただければ幸いでご

ざいます。以上で終わります。

○議長（川上 富夫君） ただ今の報告について、ご質問があればお受けいたします。

ないので、日程第３、諸般の報告は終わります。

⋞ ⋞

日程第４ 議案第７号 から 日程第５３ 議案第５６号

○議長（川上 富夫君） 日程第４、議案第７号、江府町特別職等の給与の特例に関する条例の一

部改正についてから、日程第５３、議案第５６号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区

特別会計補正予算（第２号）まで、以上５０議案を一括議題とします。

町長から、行財政方針の説明を求めます。
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○町長（竹内 敏朗君） 議長。

○議長（川上 富夫君） 竹内町長。

○町長（竹内 敏朗君） 平成２６年度予算案等を本議会に提出するにあたり、その概要と財政政

策の方針を申し上げ、予算の大要をご説明申し上げますとともに、本議会を通じて町民皆さんに、

町政への深いご理解と更なる積極的なご参加をお願いいたします。お時間いただきまして、よろ

しくお願い申し上げます。

さて、現在のわが国の経済動向は、大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投資を喚起する

成長戦略の「三本の矢」の効果もあって、日本経済は着実に上向いています。他方、景気回復の

実感は、未だ地域経済には十分浸透しておらず業種ごとにばらつきがみられるところであります。

物価動向についてもデフレ脱却は道半ばであり、今後は雇用⋞所得環境などが改善する中で、消

費が緩やかに増加し、企業収益や企業マインドの改善を背景に、設備投資が持ち直していくこと

が見込まれるなど、内需が引き続き顕著に推移し、景気回復の動きが確かなものとなることが期

待されます。

このような状況を踏まえ、今後の経済財政運営にあたっては、経済成長につながる施策を果敢

に実行していくとともに、未来に向けて持続可能な制度を構築していくことが必要であります。

国の財政は、国債に依存した運営であり、厳しい状況には変わりなくまた、世界経済を巡る不確

実性は引き続き大きいと見込まれています。

平成２６年度の国の予算につきましては、デフレ脱却⋞経済再生と財政健全化の好循環を達成

していくことを目指し、予算編成がおこなわれております。

地方財政については、経済再生に合わせ、歳出特別枠や地方交付税の別枠加算を見直すなど改

革を進め、地方の安定的な財政運営に必要となる地方の一般財源の総額については、平成２５年

度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するという政府基本方針がなされ

ています。

さて、本町の平成２６年度予算でございますが、加速する少子高齢化の中、定住対策と子育て

対策を中心に元気な集落づくりに意を注ぎながら、町民の皆さまの福祉向上に努め、安心して暮

らしていただけるまちづくりを進めるための予算編成といたしました。

歳入につきましては、固定資産税を中心とした町税の減少を見込むとともに、大きな割合を占

める地方交付税についても、交付税を計算する基礎数値の一つ起債償還額の減少にともない、前

年度に引き続き減額を見込んでおります。

また、基金からの繰入金、起債につきましても、全体事業の調整を図り経費削減等に努めた組
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み立てを行っております。

歳出につきましては、平成２２年度から減少に転じた公債費（いわゆる起債の償還額）は、引

き続き減額とはなりますが、依然として多額の償還が続きます。

新年度も実質的には厳しい予算編成となりましたが、国⋞県等の有利な制度を極力利用しなが

ら財源を確保し、倹約と工夫により住民サービスの向上につとめて参ります。

平成２６年度予算の主な取組といたしまして、子供たちの安心安全な教育環境を引き続き整備

してまいります。

本年度は食の安全に重点を置き、国の経済対策臨時交付金により「江府町学校給食センター新

築」と「子供の国保育園調理室全面改修」を実施してまいります。昨年度に続き大きな事業への

取組ではありますが、江府町の子育て環境の充実の一つとして整備してまいります。

また、保育園から中学校まで一貫した連携体制を更に向上させ、学力向上と豊かな人間形成を

目指して参りたいと思います。

「教育の充実は、国と地域を支える根幹であり、町が責任をもってあたる」という思いをもと

に、未来への大いなる投資として、教育内容の一層の充実を目指して参ります。

定住対策といたしまして、過疎化⋞高齢化は、山間部の集落にあっては集落の存続にかかわる

問題となっている中、地域おこし協力隊を募集し、都市部の人の視点や発想を活かし、町内の資

源を掘り起こし新たなまちづくりの取り組み、地域の活性化に向けた活動を実施してまいります。

また学生との交流も深めて参りたいと思っております。

防災については、昨年夏の集中豪雨災害を経験し、改めて防災に対する重要性を認識したとこ

ろであります。新たな防災計画のもと、訓練や防災施設等の維持整備等防災体制の充実に努めて

まいります。

また、住民の皆様の安心安全確保として、移動系防災行政無線のデジタル化に向けた調査⋞設

計を実施し、災害対応の利便性向上を図ります。

少子化対策、子育て関係、住民の健康維持対策として、国や県の助成を利用しながら、引き続

き、乳幼児、住民の検診事業の充実、予防接種等の積極的な取組み、不妊治療に対する助成や本

年度は特に保育料の大幅な減額を計画いたしておるところでございます。

福祉⋞高齢者対策としては、移動販売と見守り活動の役割の評価が進む中で、見守り協定事業

者への支援を行い、安心して生活できる中山間地域づくりに努めてまいります。

また、本町の介護認定者は２０％を超え、認定者の８割は７５歳以上の高齢者で、認定理由の

上位は認知症であります。このような状況の中で、特に見守り⋞認知症対策が重要であり、専門
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的に取り組みを進めてまいります。

生活環境のインフラ整備は、下水道事業最後の一地区の完成に伴い、最終的な取り組みとして、

整備地区以外の地域における支援を進めるとともに、既存施設設備の更新、維持管理に最善を尽

くして参りたいと思います。わたくし自身町長在任以来、財政が厳しくても生活環境インフラで

ある下水道整備は、是が非とも進めて参りたいという願いを持っておりましたが、お蔭様で下水

道整備事業予定箇所全地区を完了することが出来、感激ひとしおでございます。今後は合併浄化

槽へ対しましての支援をしっかりして参りたいと思っておるところでございます。

次に農林産業関係は、引き続き水路等の農業基盤施設整備や農道整備、林業対策等農地を活か

す取組みや日野高校との連携による産業振興策を積極的に進めてまいります。

また、被害の増え続ける有害鳥獣対策について、本年度から日野郡法定協議会の中で日野郡三

町が連携して有害鳥獣駆除を実施する、新たな取り組みを行ってまいります。

継続的インフラ整備事業として、高規格道路建設事業に伴います、町道洲河崎下安井線道路改

良工事が秋には完成予定であり、日野川への架橋整備により地域の発展が期待されます。

また、簡易水道施設につきましては町営施設１００％を目指してまいりたいと思っております。

地域が元気の出る取組みとしては、本年度江府町に道の駅がオープン予定であります。情報ス

テーションと物販施設の整備により、町の活性化が図られると期待しています。また、観光シー

ズンに江府町の特産品⋞農産物を広くＰＲするため「奥大山美味いもん祭」を開催し、町内への

入りこみ客の増加や奥大山江府町のイメージアップを図ってまいりたいと思います。

以下、来年度予算の概略について述べさせていただきます。

平成２６年度一般会計歳入歳出総額は、３４億９，７００万円（前年対比８１．０６％）であ

ります。

別途特別会計といたしましては、１５会計歳入歳出予算１７億１，５８４万円、一般会計と合

わせますと５２億１，２８４万円となり、前年対比８５．９７％であります。

平成２６年１月末現在の人口は、３，２８２人でございます。世帯数は１，１１３戸、単純計

算いたしますと町民１人あたり１５８万８，０００円、１世帯あたり４６８万３，０００円とな

っております。引き続き、節約と工夫により職員一丸となって無駄のない効果的な行政運営を行

い、安全で安心して住民の皆様が暮らせるよう「小さくても元気で明るい輝きのあるまちづく

り」にむけ、更に努力を続けていくことをお誓い申し上げるところでございます。何卒、本議会

を通じまして町民皆さんの深いご理解とご協力を重ねてお願い申しあげるしだいであります。

以下費目ごとにご説明申し上げます。なお費目ごとにつきましては、主だったものの説明にさ
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せていただきたいと思います。

先ず、歳入についてですが、町税７億８，４８６万４，０００円、対前年比９６．７２％でご

ざいます。町民税は伸びを示しておりますが、やはり固定資産税が６億４，５９０万５，０００

円と前年対比９５．４４％で固定しているところでございます。その他譲与税、交付金等はござ

いますが、地方交付税でございます。１２億５００万円を予定しております。対前年９５．２６

％でございます。先ほど申し上げましたように交付税で償還額が減ってきておりますので、これ

に伴って交付税も減額に予定させていただいているところでございます。

おはぐり頂きましして、１４、国庫支出金でございますが２億４，３９３万２，０００円でご

ざいます。６０．９７％でございます。中学校建設等の大型の補助金がございましたので、大幅

な減額がなされたところでございます。県支出金３億２，５２８万８，０００円。対前年１１１．

７７％。県支出金については、事業に伴う来年の補てんということで増額になっております。次

に繰入金でございますが、３億４７５万８，０００円。２６１．３６％ということで、計画いた

しております。これは、２５年度で積み上げております元気な臨時交付金が、２６年度末までに

使ってしまわないといけないということで、基金から繰入ますのでこれが２億を超えております

ので、大幅な伸びになっているとご理解願いたいと思います。町債は、４億２，５４０万円とい

うことで、対前年３５．２１％。中学校に伴います過疎債等が相当額でございましたので、大幅

に減額いたしております。中身で言いますと交付税と同等の臨時財政対策債が１億２，０００万

円。過疎債が３億５４０万円ということでございます。

次に歳出でございます。議会費につきましては、６，６７６万４，０００円。総務費７億３，

７９７万６，０００円。１３９．１６％と増額いたしております。民生費６億３，８０４万円。

対前年１０９．６８％。衛生費２億４，８４３万１，０００円。対前年８１．７０％。農林水産

業費３億８，９４９万８，０００円．対前年１０８．４８％。商工費２，３７５万円。１０２．

４１％。土木費２億３，０９６万円。８１．１７％。教育費５億５，７３５万９，０００円。対

前年３７．２８％。公債費４億９，４０２万１，０００円。対前年８５．３６％。償還額は年々、

減額になっておるところでございます。予備費９５４万９，０００円を準備いたしたところでご

ざいます。歳入歳出３４億９，７００万円の予算編成をいたしたところでございます。以下主要

事業につきまして申し上げますが、それぞれの予算額に対しましては、予算書で確認いただくこ

とにして、主だった内容のみを申し上げたいと思います。

議会費につきましては、議員の皆様でご協議いただきましたタブレット端末、情報推進を図る

ということでタブレット端末の購入予算を計上いたしております。次に総務課関係、総務管理費
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でございますが、国の予算は３兆３，０００億円の事業でありますが、交付税⋞交付金は２，５

００億円の圧縮になっておりまして、相変わらず地方は厳しい財政状況でございます。当然、職

員自らが経費節減に努めまして、積極的に事務効率化に取り組んでいるところであります。また、

職員体制を整えるために特別職の人件費５％から１０％の削減を継続して参りたいと思っている

ところでございます。高度情報化社会になっている現代におきましては中山間地では情報過疎と

呼ばれる地域がどうしても増えて参ります。その中で本町は、平成２２年度に光ケーブルを利用

した高度通信網を町内全域に整備したところでございます。これによりまして、一定の情報格差

は解消されたものと思っております。また、地デジ移行に伴いましてこの整備もしっかりとやら

せていただいているところでございます。今後、インターネット等の加入率も上げて参りたいと

思います。今約５０％が加入いただいているようでございますが、これをより一層よくし、情報

がきちんと伝わるような推進も啓発も努力して参りたいと思います。ただ、今、スマートフォン

などの携帯通信機器、タブレット端末などの無線通信機器が通信し難い環境があると思います。

それを改善するために町内の主要施設に公衆無線ランを整備し、災害時または奥大山を訪れる観

光客に対し、情報通信できる環境整備を計画して参ります。

情報インフラの基盤整備としては、どうしても光ケーブル網の維持管理がメインとなっている

ところではございますが、より光ケーブルを使った住民福祉への今後の計画を検討を含め、実施

して参りたいと思います。

また、役場庁舎間の通信機器の経年による更新や住民サービスシステムの改修など、近隣の町

とともにクラウド化による機器共同利用を行って、災害等に備え、委託業者によりデータを複数

個所でバックアップする機能など、安全管理の徹底や維持経費の効率化を図ります。

町民の生活インフラの対策としては、まず、生活交通対策が重要であると考えます。町営バス

へ移行し５年が経過いたしましたが、バス運行は、児童生徒の減少とともに利用者の延べ総数は

減少傾向にはありますが、引き続き児童生徒の利用を中心に、町民皆様の通院や買物等など生活

を支える重要な公共交通機関として、運行⋞ご利用いただければと思っております。

いろいろな問題等が出てくると思いますが、「江府町地域公共交通会議」において検討協議い

ただき、今後も、より住民の要望等に応える状況になればと思っております。

また、高齢者への交通安全の対策として、いろいろ施策を講じておりますが、交通弱者への対

策といたしましては、引き続き「タクシー利用者補助金制度」の継続によりまして、高齢者や体

の不自由な方、バス路線区域外の方々の利用の支援を行います。お蔭様で実績も伸びてきている

ところでございます。
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地域支援と地域の活性化対策として行ってきました「集落コミュニティ助成」につきましては、

平成２５年度までに２６集落が助成を受けられており、まだ受けられていない地域がございます

が、ご要望を取りまとめ申請をしてまいりたいと思います。ただ、なかなか江府町に配分いただ

ける数は限られておりますので、４月に入ってから交付決定関係の連絡がありますが、それらに

従いながら順次希望に即して参りたいと考えているところでございます。

その他、サントリーの環境美化基金を利用して、集落の環境美化と地域の連帯の向上を目指し

「環境美化支援事業」を実施しておりますが５年目を迎えまして、より多くの皆さんに利用して

いただいておりますが、新年度は従来の事業をより進化させるとともに、新たなまちづくり推進

事業を予定しております。

先ほど説明いたしました「地域おこし協力隊」の導入や若者定住対策事業、移住定住対策など、

人材の流入や空家対策、産業振興事業を行い、かつて江府町が賑った、宿場町⋞城下町だったこ

ろのように「人と物と情報」が町内で流動することにより、江府町の資源掘り起しや潜在力を再

活性化させ、地域の人々が元気になるよう、新たな江府町への脱皮を図ります。

平成２６年度が江府町の新たな発展への転換点となるよう、と言いますのは昨年６０周年の節

目を迎えました。本年がスタートの年だと思います。まず、「勇気をもって第一歩を踏み出す」

ことに挑戦して参りたいと思います。

徴税関係につきましては、税徴収率１００％をめざし、一層の努力を図って参ります。

戸籍住民関係につきましては、窓口サービスの利用向上を図っているところでございます。今

後も継続して進めて参りたいと思います。

選挙費につきましては、任期満了に伴います江府町農業委員会委員選挙及び鳥取県知事選挙告

示の年であります。「江府町明るい選挙推進協議会」を中心に、より一層の選挙啓発に努め、選

挙違反の無い「明るい選挙の推進」に努めて参ります。

統計調査費関係では、５年に一回の「農林業センサス」が行われるところでございます。農林

業の基礎数値の把握ということでございますので、多くの皆さんにご協力をいただいてきちんと

対応していきたいと思っております。

民生費、社会福祉費関係でございますが、平成２６年度は、江府町社会福祉協議会、地域包括

支援センターをはじめとした地域の社会資源との連携をより一層深め、高齢者だけでなくだれも

が安心して住み慣れた地域で暮らし続けることができる、地域支え合いネットワークの構築を進

めてまいります。

また、介護老人保健施設あやめは、昨年度、指定管理について協議を行った結果、平成２６年
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度から２年間引き続き日野病院組合を指定管理者として指定することといたしました。

地域の介護施設として介護サービスの提供に努めるとともに、２年後の運営につきましてはし

っかりと２６年度中に方向を出していきたいと思っているところでございます。その点につきま

しては、議員の皆さんと情報交換をしながら、その方向を議論して参りたいと思っているところ

でございます。また、国のモデル事業であります安心生活基盤構築事業を受けまして、２５年度

から実施しておりますが、体制づくりをしっかりとし、先ほど申し上げました支え合いのネット

ワークづくりを推進してまいりたいと思います。

また昭和５７年に建設し、老朽化が進みます明道児童館の修繕を行いたいと思っております。

子供たちが楽しく遊べる場の提供や四季の行事に合わせた講座、体操教室など多くの活動を通し

て、児童の健全育成の向上に努めて参ります。

次に児童福祉費、保育園関係でございます。平成２６年度は、子育て支援としまして、保育料

の見直しを図り、大幅な軽減を行って参ります。また、施設面では、空調設備の入れ替え及び遊

戯室の床の張替、更に安全安心な給食を提供できるよう給食調理室の全面改修及び調理機器の入

れ替えを行います。なお、保育料につきましては、相当減額する予定にいたしております。昨年

度に比べまして、約６００万円程度の減額、保護者負担を軽減いたしたいと思います。ただ階層

によりましていろいろ違いますけども、この度は最高を７，０００円といたしております。１か

月を７，０００円の保育料といたしております。この意図でございますが、無償とか県内で新聞

報道されたと思いますが、給食費はやはり親御さんのご負担が正しいのではないかということで、

資料提供いただきましたところ、消費税込で７，０００円が１か月の給食費相当であるというこ

とで決めました。第２子につきましては、その半額。その他は所得税がかかる人。住民税がかか

る人とかランクがありますが最高は７，０００円です。そして、最高の人の第２子は３，５００

円。ただし、第３子は無償。結構、大幅な減額対応をさせていただいておりますので、また予算

特別委員会等で内容等ご質問をいただいたり、意見交換していただければと思います。

また、子供の国保育園のほうでは体制を整え、しっかりと子供さんを安全安心に預けていただ

くということで、今は保育園も保育業務と幼稚園業務という学習も入ってきていますので、その

辺につきましてしっかりと対応していきたいと思います。なお、本町の保育士につきましては、

幼稚園教諭という資格も持っておる保育士でございます。そういう点では、対応できるであろう

と思います。

また特別保育事業も続けて進めて参りたいと思います。和太鼓の取り組み等によりまして、世

代間交流等も図っていきたいと思います。また「じゃりんこくらぶ」という子育て支援センター
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もございますのでしっかりと交流を深め、親御さんのご相談にものっていきたいと思います。

次に生活保護費でございますが、平成２６年１月現在で生活保護世帯は１８世帯と年々増加の

傾向にあります。福祉事務所を県から移管受けた当時は、一桁台でございましたけども最近の状

況をみますと増え続けているということで、また、高齢化が進んできている現象があるように思

います。それに伴って、医療費扶助が増えてきておる状況でございます。約４，４００万円の予

算を準備いたしたところでございます。

次に衛生費、保健衛生費でございますが、健診をやっております。県下でも各健診はトップク

ラスでございますけども、健診率６０パーセントと目標を定めまして、住民の皆様に健診を受け

ていただくように積極的に働きかけてまいります。また、平成１４年度から鳥取大学医学部保健

学科と連携して集落での健康講座等、また学生の実習等を行っておりますけど、本年度から３年

間、新たに下安井集落において活動を進めてまいります。

次に清掃費でございます。本町の廃棄物処理につきましては、し尿処理施設「清化園」、可燃

ごみ処理施設「クリーンセンターくぬぎの森」、資源⋞不燃ごみは「リサイクルプラザ」で処理

または、リサイクルされております。可燃ごみ処理施設「クリーンセンターくぬぎの森」は、大

規模修繕工事が完了しました。新しい施設で焼却を行うところでございます。延命化を図ったと

ころでございます。清化園につきましては、ここ３年の間に大規模改修を計画しておりまして、

町の負担も多少増額の傾向にあるとご理解いただければと思います。

今後とも町民の皆さんの更なるごみの分別、軽量化にご協力をいただきまして、処理費の軽量

も図れればと思っているところでございます。下水道関係につきましては、合併処理浄化槽の設

置を推進してまいりたいと思っているところでございます。

次に農業関係でございます。ご承知いただきますように、新た農業政策が国のほうから出てま

いりました。

国においては「攻めの農林水産業」ということで、農政改革として、農林水産業の成長産業化、

美しく活力ある農山漁村を二本柱として大転換期を迎えており、本町についてもこの制度を十分

周知し、農家に提供し、積極的に取り組んでまいりたいと考えております。人⋞「農地プラン」

も策定しながら担い手づくり、また経営が何年ぐらいやっていただけるのかという情報収集もや

っておりますが、国においては「農地中間管理機構制度」を設けまして、耕作不能になった場合

は、農地中間管理機構が受けて、それを新たな担い手に提供するというような、鳥取県では「農

地中間管理機構制度」も明確になってまいりましたので、今後は進んでくるものと思いますが、

ただ中山間地でそのような状況が促進されるかというと多少私自身は、住民気質と言いますか、
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そういう部分で懸念も感じているところでございます。しかしながら、担い手減少の中ではしっ

かりと対応していかなければならないと思っているところでございます。江府町には、地域農業

再生協議会がございますので、連携を図りながら取り組んでいきたいと思っているところでござ

います。

地域政策におきましては、「日本型直接支払制度」が創設されます。農業の多面的機能の維持

⋞発揮のために共同で取り組んで、地域活動や営農活動に対して補助金を交付するものでござい

ます。昨年度からは７組織に取り組んでいただいておりますが、今後事業説明等の実施によりま

して、町内全域で積極的な取組推進を図ってまいりたいと考えております。

また「中山間地域等直接支払い制度」は、第３期の５年目、最終年度を迎えるところでござい

ます。現在、引き続き２８協定、４７４ヘクタールで取り組まれておりまして、９，１８４万５，

０００円を計上しておるところでございます。町費負担は２５パーセント、４分の１が町負担と

なっておるところでございます。

また「環境保全型農業直接支援対策」にも取組むために、４９万１，０００円を計上いたして

おるところでございます。

また、「がんばる地域プラン支援事業」につきましては県の採択を受けておりまして、昨年度

より５ヶ年計画で事業を行っており、特別栽培米の食味向上によるブランド化とコンニャクの特

産化に取り組み、農業公社の下支え機能の強化を図りながら、新規就農者の確保⋞育成、担い手

の育成、集落営農の組織化に取り組む他、加工品開発では日野高校との連携を計画しています。

また環境王国認定に伴います取り組みにつきましては、「米⋞食味分析鑑定コンクール国際大

会」への出品を行っております。昨年は環境王国部門で本町初めて金賞を受賞いただいた生産者

ができました。皆さんの大きな励みとなっておるところでございます。今後期待していきたいと

思っております。また、２６年度新たに鳥取西部農協が運営しております神奈川ミニライスセン

ターにつきまして、現在、８０戸以上の生産者がご利用されていますが、昭和５６年度の設置で

３３年が経過し老朽化しております。先般、鳥取西部農協より施設改修の協議がございまして、

国の「経営体育成支援事業」を活用して、利用料の見直しに係ります利用者負担を軽減するため

に、町単独での補助金の嵩上げを行う計画にいたしております。大変古くなってきておりまして、

閉鎖という検討もしてまいりましたけども利用者が８０戸を超えるという現状でございますので、

これにＪＡも積極的に対応したいということで、利用者の料金の引き上げに対し、なるべく利用

しやすい形にということで、嵩上げを計画しておりますのでご理解をいただきたいと思います。

農業基盤関係につきましては、農村災害、水路を守っていかなければ基盤整備をした農地が減
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少していくという心配もございますので、しっかり取り組んでいきたいと思います。

農業公社関係でございますが、組織体として運営しておりますが、先般提出しております補正

予算等もございますように段々農家の皆さんは、高齢化によって経営が出来なくなってきており

ます。じゃあどこにその農地をお預けいただけるかと言いますと、農業公社にということが大変

多く出てきております。新年度で約８ヘクタールの農地を公社でやってほしい。ただ残念ながら

出てまいります農地は、基盤整備の優良農地ではございません。経費的には農業公社が米作をし、

販売をしても決してプラスになるような状況ではないところが多いです。しかしながら、江府町

の農地を守るためにはどなたが、どこで維持していくかということになりますと、やはり農家の

大きな未来は農業公社にお世話になりたいという形が見えてきております。こういうことで重要

性を考えますと、町といたしましても農業公社にはそれなりの財政支援をしていかなければいけ

ないと考えておりますので、特に議員の皆様に格別なるご理解を賜りたいという思いでございま

す。新年度では作業と事務の人員が兼務をしていたということで、大変な状況が出てきておりま

すので、補助金を３５０万円ぐらいだったと思いますが、嵩上げし補正予算を組んでおります。

これは事務を確立し、作業に集中できる環境整備のために人員補強をさせていただこうという思

いでございますので、格別なるご理解を賜りたいと思います。

次に林業関係でございますが、国、県の財政支援を受けて交付金を交付する「森林整備加速化

⋞林業再生事業」を引き続き実施してまいりたいと思います。また林道⋞作業道を積極的に事業

展開していこうということで、数多くの作業道に１０分の１０というような状況の事業もござい

ますので、町負担が出てこないそういうものは積極的に取り入れて対応していきたいと思ってい

るところでございます。

ただ林業関係で一番心配しておりますのが、近年県内で多発しているナラ枯れでございます。

国立公園の環境の良いところにナラ枯れが発生しておりまして、一番は倒木。木を倒して注入を

して殺してしまう、伐倒が一番の方法です。ただ本町は、高原地帯に清涼飲料工場等もございま

すし、水の町ということもございまして、なるべく薬品を使わない方法で処理を願いたいという

１項目を県の方に申し上げているとことでございます。そのような形で広がっては景観、美観を

損ねるということで心配しているところでございます。

併せて、鳥獣被害対策につきましては、先ほど申し上げました日野郡鳥獣被害対策協議会を設

立して、積極的に対応いたします。メッシュ、金網によります被害防止を進めてまいりたいと思

っております。

次に商工費でございます。商工会と相談しながら今、「道の駅」という大きな事業を展開して
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おります。現在、「みちくさ」さんも事業展開をしておられますので、幹事会その他でいろいろ

議論を進めていただいて、一歩ずつ前進をしていただいていると聞いております。これは、大き

な役割が出てくると思いますので、地域特産また情報、そして高速道が渋滞した時の道路情報、

また「道の駅」が一つは非難場所として対応するというようなこともございますので、国道４８

２号、米子道、高速道路との関係で重要な位置を占めてくると思います。「江府町道の駅推進協

議会」によりまして、最終的な方向付けが導かれるものと思っていますのでよろしくお願いいた

します。

また新年度は、商工業者の皆さんの知恵を結集いたしまして、江府町独自の、あらたな商工業

振興事業を検討いただくよう財源措置をさせていただいておりますので、より効率的、効果のあ

る使い方をしていただけるものと思っているところでございます。

観光につきましては、観光と産業振興の連携した取り組みによりによりまして、四季折々のイ

ベントなどの実施や参加により、江府町の自然や歴史文化などの掘り起こしを図り、国内外の交

流人口の増加と地域のにぎわいの創出を目指します。先ず、観光だけというわけにいきませんの

で、産業とかやはり「江尾十七夜」が一つの例でございますけど、歴史⋞文化そういうものを取

り込んだやり方、先ほども言いました積極的に対応していきたいと考えておりますので、よろし

くお願い申し上げたいと思います。

企業誘致につきましては、鳥取県西部地域等で単町ではなかなか整いませんので、一緒になっ

てやっとりますし、町出身者を雇用していただいた場合には、企業に補助を出す、ご支援申し上

げるような制度も出来ておりますので一生懸命頑張りたいと思っております。

消費者対策につきましては、先般新聞等にも出ておりました消費者かるたとか町民の皆さんか

ら川柳を募集したり、いろいろな形で特に高齢者の方が被害に遭わないように一生懸命努めてま

いります。

次に土木関係でございます。新設改良ですが、改良は先ほど申し上げました町道洲河崎下安井

線橋梁新設工事は２６年度秋の完成を図ってまいります。また維持管理につきましては、国と町

道が一体となって技能提供で議論して具体的に住民の皆さんのサービス向上を図っていきたい。

利用される住民の皆さんは、国道だろうが県道だろうが町道だろうが農道だろうが、やはり道路

は道路でございます。これらを一体的に管理していくことが、住民サービスの向上に繋がると考

えております。より一層努力させていただきたいと思います。

次に住宅費でございますが、町営住宅等５団地３０戸ほど持っておりまして、当然維持管理は

してまいりますが、移住定住対策の一つとしてやはり、しっかり考えていかなければいけない。
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例えば空き家対策の問題。それからお試し住宅。一時的に来ていただいて住んでいただいて江府

町の良さを知っていただいて、定住に繋がるという施策も講じていかなければいけないと考えて

おります。

次に消防費関係でございますが、本町では、毎年１０月の第１日曜日を「江府町防災の日」と

定めて、多くの町民に参加いただいております。それから今、春の火災予防の関係もございまし

て今度の日曜日でございましたか、俣野地区、池の内で防災無線でも情報を流しておりますが、

防災訓練を日野町と連携しながら広域消防とやるようにしております。また福祉保健課防災担当、

日野町のボランティアネットワークの皆さんで高齢者の災害時の避難計画とかで出掛けておるよ

うでございます。今後検討したいと思っておるのが、モデル集落を作って、やはりどういう対応

をするか確立して、より町内の集落に広めていくことが必要ではないかと思っております。当初

予算では間に合いませんでしたが、今後議論をしてそのような考え方を実行できればと思ってお

ります。

一方、消防団が使用します行政無線については、なかなか本部と連携がとれない現状のアナロ

グについては、デジタルに変えていこうということで検討設計をして予算措置をいたしておると

ころでございます。今後、大きな事業として予想されますのは、防災行政無線がまだデジタルに

なっておりませんので、この部分は相当な投資も要りますので、今後検討しながら早い時期には

デジタル化にもっていかなければ、今の時代に対応出来ないという考え方もしているところでご

ざいます。

次に教育関係でございます。教育の基本方針は「人権を重んじ人を敬う町民」「自然や文化を

愛する知性豊かな町民」「家庭や地域を愛する人間味豊かな町民」の三点を江府町のめざす人間

像とし、あらゆる教育の場で育成を図っているところでございます。保⋞小⋞中の連携を一層強

化して参りたいと思います。平成２５年度、昨年度ですが、保育園に研修派遣した教諭を核とし

てカリキュラムを整備して参ります。小⋞中連携においては、県の補助事業を活用しながら、小

⋞中の協働による授業改善を図りまして、引き続き活用する力や学習意欲の向上に努めて参りま

す。そして、ふるさとに誇りを持ち活力のある人材や地域づくりを進めて参りたいと思います。

創意工夫が必要ではないかと考えております。

教育総務につきましては、少子⋞高齢化の進むなか、指導主事を配置いたしまして、教育課程

上の諸問題についての指導助言等また保育⋞小⋞中の連携を深めて参りたいと思います。

また、不登校、児童虐待など児童生徒指導上の課題に対応するため、スクールソ―シャルワー

カーを本年度も配置いたす予定にいたしております。
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また、学校⋞保育園⋞教育相談室⋞福祉保健課等の関係機関との連携をしっかり深めていかな

ければいけないと思っております。仲間づくりをしていくために、児童生徒全員に心理検査を実

施し、児童生徒理解に役立てるようにして参りたいと考えておるところでございます。

次に小学校費でございます。児童一人一人に応じたきめ細かな指導が一層求められております。

引き続き学習支援員を配置いたします。また、西ノ島町と本町の５年生の交歓臨海学校とスキー

教室は継続して参りたいと思っております。今後、やはり小学校におきましても教職員の創意工

夫のもとに、すべての児童の学力の向上を図っていただくように努力していただきたいと思って

おります。

次に中学校費でございますが、県教育委員会の少人数学級の推進という方針に沿いまして、協

力金方式を活用して、５００万の協力金方式というのがございますけども、これを実施してより

少ない人数でのきめ細かな指導を充実させて参りたいと思っております。今までもやって参りま

したけども大きな効果が出ているという振り返りもしておりますので、新年度もそのように対応

して参ります。

施設整備につきましては、江府町総合体育館上側に校舎を新築し、合わせて情報機器の整備も

進めてまいりました。積極的に生徒が意欲を持って取り組む授業に努めて参ります。本年度は、

旧校舎の解体を行います。また、小⋞中学校につきましては、今後、土曜授業ということが県下

でも叫ばれております。先般、教育委員会にお邪魔いたしまして、教育委員長にもこの土曜授業

について検討していただければと投げかけておるところでございます。

社会教育につきましては、青少年が家庭、学校、地域での交流や活動を通じて、自ら考え、参

加することで生きる力を育むよう、基礎となる育成活動を推進していきます。また江府町には青

年団に頑張っていただいておりますので、いろいろなイベントにつきましても出来るだけ県の補

助事業を取り入れながら、応援をしていきたいと考えておるところでございます。

一方、文化振興につきましては、文化財の調査⋞保護⋞整備⋞活用等の取り組みを行うほか、

「江府町文化協会」や「ふるさとを知る会」など江府町の芸術文化の振興を図って参りたいと思

います。お話を聞きますと奥大山古道につきましても、だいたい春から秋にかけまして、先般特

に近畿区域からバスでお客さんが相当入っておられる。約２５０名の来客があったと聞いており

ます。エコツーリズムの大山を中心とした国際大会がございましたので、より今後需要が高まっ

てくると思います。それぞれ自主的な活動転換に進んでいければと思います。このことによりま

して、旧御机分校の改築計画を予定しております。元気な交付金を使わせていただきまして、一

番はトイレでございます。やはり沢山おいでいただいても、そういうサービスの部分もなければ
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いけないということで、考えておるところでございます。

また、老朽化が進む本町五丁目集会所の修繕を行います。集会所と併せて児童館もそれぞれ古

くなっておりますので、大規模修繕をしっかりとやっていって、コミュニティーセンターとして

利用していただければと思っておるところでございます。一人ひとりの人権が大切にされる元気

で明るいまちづくり推進の拠点として、発信していく必要があろうと思います。また、図書館で

ありますが、司書を３名配置する計画をしております。ただし、小学校、中学校併せてトータル

的に江府町の図書館を拠点として３名の配置をしながらより連携した、充実した対応をしていた

だくように計画いたしております。

また放課後子ども教室につきましては、それぞれ頑張っていただいております。子どもの安全、

またバス待ちという形をとっておりますので、ご支援をされて今後ともしっかり体制を整えてい

こうと思っております。

次に保健体育でございます。町民プールの移転新設に加えまして、運動公園体育館内及びグラ

ウンドのトイレを改修させていただきました。より利用しやすく、快適なスポーツ環境を目指し

て施設整備を進めて参りたいと思います。特にご理解いただきたいと思っておりますのが、体育

館の利用につきまして、特に夏場について本町で言いますと休暇村奥大山がございますが、大学

生とかそういう方が、割とこの体育館が大きいものですから、利用したいと、ただ４月にはだい

たい日程が決まっておるようです。大学は就活をされる。それが６月頃になりますともう殆ど決

まってしまって、なかなかこちらの方に来ていただく大学がないというお話も支配人から聞いて

おりますので、町民の皆さんの利用阻害はいけませんけども、空いてる時には多くの皆さんには

休暇村奥大山利用と言いながら江府町に来て、江府町の優れた施設を使っていただくことも重要

ではないかと思っておりますので、出来れば４月からでもその辺の利用の計画が、進んでいけれ

ばと思っております。

次に学校給食につきましては、平成７年度に建築の学校給食センターが老朽化しており、水を

撒いて作業をしております。今は食物アレルギー対応ということで、アレルギーの子どもさんの

食は別に作る。それから作業員の健康管理、作業事故の発生、併せてノロウィルスとか、各地で

多く発生いたしておりますので、この度はドライシステムのやり方で移転新築を行いたいと思い

ます。多額な予算を計画しておりますけども、先般国の方に出かけまして、是非とも採択をいた

だきたいというお願いもしながら、きちんとした安全な食を提供できる施設にしていきたいと思

います。地域のお米、江府町産特別栽培米を子どもたちにも食していただいているところでござ

います。
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次に特別会計関係でございます。数字はそれぞれ見ていただくといたしまして、国民健康保険

関係でございます。ご承知いただきますように平成２９年度に都道府県を単位とした広域化の方

針が示されております。また、平成２７年度には保険給付面での平準化が図られます。なかなか

会計的には厳しい状況でございまして、基金の繰入とかで対処しております。県下では多くの国

民健康保険の中では、一般財源から赤字補てんということがどんどん発生している状況でござい

ます。まだ本町はお蔭さまでそのようなことはないわけでございますが、しかしながら税の問題

等ございますが、国民健康保険運営協議会において議論を深めていただきたいと考えております。

それから施設、江尾診療所でございますが、１４年目を迎えております。本町の保健⋞医療⋞

福祉の連携の一翼として重要な役割を果たしておりますが、しかしながら議会のほうから２人体

制でという参考意見を毎年いただいているところでございますが、ただ現場といたしますと医療

スタッフである看護師確保が診療所を続ける上で一番喫緊の課題であると訴えているところでご

ざいます。これについては、今後の診療所、たとえば事業課として一般会計との連携を切り離し

て病院事業としてやっていくのはどうなのかという検討も、今進めさせておりますけども、どう

も看護師不足という点が医師より先に問題であるというお話をされておられましたので、議員の

皆さんにもご協力いただいて看護師確保、スタッフ確保の努力が出来ればと思っておりますので、

ご理解頂戴したいと思います。

介護保険事業については、本年度第６期介護保険事業計画の策定を行います。新聞等見ますと、

介護保険料の大幅な引き上げは、止む無しという状況でございます。本町におきましても施設入

所が増えてきておりますので、介護保険料の引き上げは自ずと出てくるのではないかと思います。

出来るだけ負担の軽減を図るべきだと思いますが、その辺についてはしっかりと議論をしていた

だきながら、定めていきたいと思っているところでございます。

それに併せまして、簡易水道、上水道、下水道につきましては、新年度で公営企業化に向けて

の一歩を踏み出す予算を計画いたしているところでございます。やはり国のほうの指導から公営

企業的な見地で本当に料金が正しいのか、経営的にどうなのかという指摘、指導が出て参りまし

たので、今後そのような対応をしていきたいということで、それぞれ特別会計の中に予算化をい

たしておるところでございますので、ご理解を頂戴いたしたいと思います。

以上主だったところだけですが、行財政方針を述べさせていただきました。

ここに平成２６年度一般会計並びに特別会計予算を提案いたしまして、関係条例の一部改正を

はじめ平成２５年度各会計補正予算など３４議案の提案については、各課長の説明をもって提案

とさせていただきますのでよろしくお願い申し上げます。
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○議長（川上 富夫君） 町長の行財政方針説明が終了しました。

日程に従い、議案第７号から議案第２６号までと、議案第４３号から議案第５６号までは、順

次、所管課長より、議案の詳細説明を求めますが、議案第２７号から議案第４２号については、

後日、予算特別委員会構成のもとに、当委員会に付託審査の予定になっておりますので、詳細説

明は省略します。よって、議案第７号から議案第２６号までと、議案第４３号から議案第５６号

について所管課長の説明を求めます。

奥田課長参事。

○総務課長参事（奥田 慎也君） 失礼いたします。議案第７号、江府町特別職等の給与の特例に

関する条例の一部改正について。１枚おめくり下さい。この一部改正の条例は、平成２５年度町

長１５％、副町長及び教育長８％の給与削減をおこなっていたものを平成２６年度も引き続き、

町長１０％、副町長及び教育長５％の給与減額を行うための条例の一部を改正いたすものでござ

います。附則におきまして、この条例の施行日を平成２６年４月１日とするものでございます。

ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 下垣建設課長。

○建設課長（下垣 吉正君） 失礼いたします。議案第８号、江府町道路占用料徴収条例の一部改

正についてご説明申しあげます。１枚おはぐりいただきまして、本条例は、消費税法⋞地方税法

の一部改正により、改正いたすものです。改正内容は、別表の第２条関係の備考の８を改正いた

すもので、欄中下線が引かれた部分について改めるものでございます。改正前、本表に定める額

に１００分の１０５を乗じて得た額とする。改正後、本表に定める額に消費税法（昭和６３年法

律第１０８号）の規定による消費税の額及び地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定によ

る地方消費税の額に相当する額（以下「消費税相当額」という。）を加えて得た額とするに変更

いたすものです。附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するものでござ

います。

以上ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。

続きまして、議案第９号、江府町道路、普通河川等管理条例の一部改正についてご説明申しあ

げます。１枚おはぐりいただきまして、本条例は、消費税法⋞地方税法の一部改正により、改正

いたすものです。改正内容は、別表の第６条関係の備考の３を改正いたすもので、欄中下線が引

かれた部分について改めるものでございます。改正前、この表により算定した占用料の額に、1.

05を乗じて得た額とする。改正後、この表により算定した占用料の額に、消費税法（昭和６３年

法律第１０８号）の規定による消費税の額及び地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定に
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よる地方消費税の額に相当する額（以下「消費税相当額」という。）を加えて得た額とするに変

更いたすものです。

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するものでございます。以上ご

審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。

続きまして、議案第１０号、江府町簡易水道等施設の設置及び給水に関する条例の一部改正に

ついてご説明申しあげます。１枚おはぐりいただきまして、本条例は、消費税法⋞地方税法の一

部改正により、改正いたすものです。改正内容は、第２６条（料金）、第２９条（特別な場合の

料金算定）、第３４条（加入金）を改正するもので、欄中下線が引かれた部分について改めるも

のでございます。第２６条（料金）改正前、１００分の１０５を乗じて得た金額とする。改正

後：消費税法（昭和６３年法律第１０８号）の規定による消費税の額及び地方税法（昭和２５年

法律第２２６号）の規定による地方消費税の額に相当する額（以下「消費税相当額」という。）

を加えて得た額とする、に変更いたすものです。以下第２９条（特別な場合の料金算定）第１項

第１号、第２号第３４条（加入金）第１項を同様に変更いたすものです。附則といたしまして、

この条例は平成２６年４月１日から施行するものでございます。

以上ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。

続きまして議案第１１号、江府町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改

正についてご説明申しあげます。１枚おはぐりいただきまして、本条例は、消費税法⋞地方税法

の一部改正、処理施設の追加を改正いたすものです。

改正内容は、第１７条（使用料）を改正いたすもので、欄中下線が引かれた部分について改め

るものでございます。改正前：１００分の１０５を乗じて得た金額を使用料として納めなければ

ならない。改正後：消費税法（昭和６３年法律第１０８号）の規定による消費税の額及び地方税

法（昭和２５年法律第２２６号）の規定による地方消費税の額に相当する額（以下「消費税相当

額」という。）を加えて得た額を使用料として納めなければならない、に変更いたすものでござ

います。

１枚おはぐりいただきまして、別表第１を次のように改める。改正後、施設の名称：杉谷地区

農業集落排水事業、区域：江府町大字杉谷のうち指定区域を加えております。

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するものでございます。

以上ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。

続きまして議案第１２号、江府町林業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改

正についてご説明申しあげます。１枚おはぐりいただきまして、本条例は、消費税法⋞地方税法
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の一部改正により、改正いたすものです。改正内容は、第１７条（使用料）を改正いたすもので、

欄中下線部が引かれた部分について改めるものでございます。改正前：１００分の１０５を乗じ

て得た金額を使用料として納めなければならない。改正後：消費税法（昭和６３年法律第１０８

号）の規定による消費税の額及び地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定による地方消費

税の額に相当する額（以下「消費税相当額」という。）を加えて得た額を使用料として納めなけ

ればならない、に変更いたすものです。

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するものでございます。

以上ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。

続きまして議案第１３号、江府町特定環境保全公共下水道処理施設の設置及び管理に関する条

例の一部改正についてご説明申しあげます。１枚おはぐりいただきまして本条例は、消費税法⋞

地方税法の一部改正により、改正いたすものです。改正内容は、第１８条（使用料）を改正いた

すもので、欄中下線部が引かれた部分について改めるものでございます。改正前：１００分の１

０５を乗じて得た金額とする。改正後：消費税法（昭和６３年法律第１０８号）の規定による消

費税の額及び地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定による地方消費税の額に相当する額

（以下「消費税相当額」という。）を加えた額とするに変更いたすものです。

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するものでございます。

以上ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。

○議長（川上 富夫君） 山川次長。

○教育振興課次長（山川 浩市君） はい。失礼いたします。議案第１４号、江府町立中学校等設

置条例の一部改正についてご説明いたします。１枚おはぐりいただきまして、本条例を掲げてお

りますがその中の第２条、江府町立中学校の設置ということで、位置が規定してありますが、今

中学校新築いたしておりますので、４月からの移転に伴いまして江府町大字江尾代表１，７１４

番地を江府町大字洲河崎代表８５番地に変更するものでございます。附則といたしまして、この

条例は平成２６年４月１日から施行するものでございます。

続きまして議案第１５号、江府町立学校施設使用条例の一部改正についてご説明いたします。

１枚おはぐりいただきたいと思います。本条例の別表を掲げておりますが、中学校の新築に伴い

まして平成２６年度本校舎、友信館、体育館解体いたしますので、使用施設を掲げてあります体

育館と友信館を削除するものであります。附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日

から施行するものでございます。以上ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたしま

す。
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○議長（川上 富夫君） 石原社会教育課長。

○社会教育課長（石原 由美子君） はい。失礼いたします。議案第１６号、江府町運動公園の設

置及び管理に関する条例の一部改正についてご説明いたします。１枚おはぐりいただきたいと思

います。江府町運動公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を掲げておりますが、

町民プール移転によりゲートボール場門毬舎を解体撤去し、利用施設がなくなったため、右の欄

改正前にありますゲートボール場門毬舎の施設を左の欄改正後において、削除いたすものでござ

います。

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するものでございます。

続きまして議案第１７号、江府町社会教育委員に関する条例の一部改正についてご説明いたし

ます。１枚おはぐりいただきたいと思います。これは地方分権一括法により社会教育法が改正さ

れたことによる条例の一部改正でございます。左の欄をご欄いただきたいと思います。第１条に

おきまして、江府町社会教育委員を社会教育委員に、第２条におきましては、社会教育委員を置

くと明記し、また第３条におきましては社会教育委員の職務を遂行するために必要な条件が明記

されていないことから参酌した結果、国で定める委嘱の基準と同様の基準とし、学校教育及び社

会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行なう者並びに学識経験のある者の中から委嘱

する、の文言を加え改正するものでございます。次に第３条に委嘱の基準を加えたため、以下の

条がずれるものです。附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するもので

ございます。

○議長（川上 富夫君） 梅林農林課長。

○農林課長（梅林 茂樹君） はい。失礼いたします。議案第１８号、江府町特別導入事業基金条

例の一部改正についてご説明いたします。１枚おはぐり下さい。左側に改正後、右側に改正前を

付けておりますが、（基金）第２条、基金の金額を２１０万円から２７０万円に変更いたすもの

でございます。新年度２頭の新規貸し付けが予定されており、基金を増額いたすものでございま

す。附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するものでございます。ご審

議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 川上企画財政課長。

○企画財政課長（川上 良文君） 議案第１９号、江府町地域活性化ひとづくり事業基金の設置及

び管理並びに処分に関する条例を廃止する条例の制定についてご説明いたします。１枚おはぐり

下さい。本案は、平成元年のふるさと創生事業をもとに創設した事業基金であり、当初の目的を

終えたことや低金利による利息運用が厳しくなったこと、また近年の町の財源不足などにより条
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例を廃止するものであります。附則といたしまして、この条例は平成２６年６月１日から適用と

いたします。

地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を得たく提案いたすものでございま

す。よろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 瀬島福祉保健課長。

○福祉保健課長（瀬島 明正君） 失礼いたします。議案第２０号、江府町子ども⋞子育て会議設

置条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、平成２４年８月に、「子ども⋞子育て支援法」が制定され、その中で市町村に設置が

求められ今回制定いたすものでございます。１枚おはぐりください。第２条に「所掌事務」とし

て会議において処理する事項を定めております。「法第７７条第１項各号に掲げる事務」とうた

っておりますが、具体的には、⋞認定こども園⋞幼稚園⋞保育園の利用定員の設定に関すること。

事業所内保育等の小規模保育の利用定員の設定に関すること。江府町の子ども⋞子育て支援事業

計画の策定⋞変更に関すること。子ども⋞子育て支援に関する施策の推進について、必要事項や、

施策の実施状況についての調査審議に関することの４点について処理するようにしております。

また、第３条「組織」の中で、会議の構成員について定めています。ご覧いただきますように

５つの基準によりまして、１４名以内で組織するように定めています。第４条で「任期」を２年

とし、第７条で「庶務」を福祉保健課としております。教育委員会と連携を取りながら処理して

まいります。また、施行につきましては、平成２６年４月１日からといたすものでございます。

ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い致します。

○議長（川上 富夫君） 奥田課長参事。

○総務課長参事（奥田 慎也君） 失礼いたします。議案第２１号、奥大山チロルの里多目的施設

に係る指定管理者の指定についてご説明申し上げます。１枚おはぐり下さい。先ず施設の名称で

ございますけども奥大山チロルの里多目的施設。施設の所在地、江府町大字江尾２０７６番地４。

これは、ちろりんハウスの所でございます。指定管理者となる団体の名称、江府町商工会会長、

川端雄勇様。指定期間、平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日までの５年間。これは今

現在継続しております指定管理の更新でございます。

続いて議案第２２号、江府町商工観光センターに係る指定管理者の指定についてご説明申し上

げます。施設の名称、江府町商工観光センター。所在地、江府町大字江尾２０７６番地４。ちろ

りんハウスと併設している建物でございます。指定管理者となる団体の名称、江府町商工会会長、

川端雄勇様。指定期間、指定管理者となる団体の名称、５年間。これも同じく更新となるもので
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ございます。ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い致します。

○議長（川上 富夫君） 川上スキー場管理課長。

○奥大山スキー場管理課長（川上 豊君） はい。議案第２３号、江府町奥大山の水処理加工施設

に係る指定管理者の指定についてご説明申し上げます。１枚おはぐり下さい。本案は、江府町奥

大山の水処理加工施設を指定管理者に委託するために提案させていただくものでございます。施

設の名称といたしましては、江府町奥大山の水処理加工施設。施設の所在地は日野郡江府町大字

御机８１０番地１。指定管理者となる団体の名称は、江府町地域振興株式会社、代表取締役社長、

竹内敏朗様に定め、適切な指定管理を図るため指定いたすものであります。なお、指定期間、平

成２６年４月１日から平成３１年３月３１日までといたすものであります。ご審議の上、ご承認

賜りますようよろしくお願い致します。

続きまして、議案第２４号、江府町奥大山の水交流促進センターに係る指定管理者の指定につ

いてご説明申し上げます。１枚おはぐり下さい。本案は、江府町奥大山の水交流促進センターを

指定管理者に委託するために提案するものであります。施設の名称といたしましては、江府町奥

大山の水交流促進センター。施設の所在地は日野郡江府町大字御机８１０番地１。指定管理者と

なる団体の名称は、江府町地域振興株式会社、代表取締役社長、竹内敏朗様に定め、適切な管理

⋞運営を図るため指定いたすものであります。なお、指定期間、平成２６年４月１日から平成３

１年３月３１日までといたすものであります。ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い

致します。

○議長（川上 富夫君） 梅林農林課長。

○農林課長（梅林 茂樹君） 失礼します。議案第２５号、江府町農家労働軽減支援施設に係る指

定管理者の指定についてご説明いたします。１枚おはぐり下さい。江府町農家労働軽減支援施設

の指定管理者を次のとおり指定する。１．施設の名称、江府町農家労働軽減支援施設。２．施設

の所在地、鳥取県日野郡江府町大字久連７番地１。３．指定管理者となる団体の名称、みちくさ

工房代表、三輪典子様です。４．指定期間、平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まで

といたすものであります。指定管理者の更新でございます。

続きまして、議案第２６号、江府町江尾地区地域活性化施設に係る指定管理者の指定について

ご説明いたします。１枚おはぐり下さいませ。江府町江尾地区地域活性化施設の指定管理者を次

のように指定する。１．施設の名称、江府町江尾地区地域活性化施設。２．施設の所在地、鳥取

県日野郡江府町大字佐川９０８番地３。指定管理者となる団体の名称、みちくさ推進会議会長、

三輪典子様です。４．指定期間、平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までといたすも
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のであります。指定管理者の更新でございます。以上、ご審議の上、ご承認賜りますようよろし

くお願い致します。

○議長（川上 富夫君） 以上、提案理由説明が終了いたしました。続きまして、これより日程⋞

⋞⋞。（「議案第４３号から」と呼ぶ者あり）

失礼しました。日程第４０、議案第４３号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予

算（第９号）。日程第４３、議案第４６号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別

会計（施設勘定）補正予算（第４号）。日程第４４、議案第４７号、平成２５年度鳥取県日野郡

江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）。日程第４９、議案第５２号、

平成２５年度鳥取県日野郡江府町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）。日程第５０、議案

第５３号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）。以

上５件を議題とし、本案の審議を先議いたします。

日程第４０、議案第４３号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第９号）。

議案第４３号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ないので質疑を終結します。（「こりゃあ、おかしいじゃないか」と呼

ぶ者あり）すみません。元へ。（「提案説明せないけんじゃないか」と呼ぶ者あり）

失礼しました。日程第４０、議案第４３号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予

算（第９号）の説明を求めます。

川上企画財政課長。

○企画財政課長（川上 良文君） 失礼します。議案第４３号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町

一般会計補正予算（第９号）についてご説明いたします。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ４，８５１万２，０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ５０億１，８９９万８，０００円といたすものであります。

１枚おはぐりください。第１表歳入歳出予算補正の先ず歳入につきましては、款５番町税１３

１万８，０００円の減額。１０番地方譲与税７万２，０００円の減額。１５番利子割交付金１２

万６，０００円の増額。２０番配当割交付金９１万２，０００円の増額。２５番株式等譲渡所得

割交付金１３５万５，０００円の増額。３０番地方消費税交付金２１万２，０００円の減額。３

５番自動車取得税交付金１万円の減額。５０番地方交付税１１８万７，０００円の増額。５５番

交通安全対策特別交付金４５万円の増額。６０番分担金及び負担金４，２４８万６，０００円の

減額。６５番使用料及び手数料８万２，０００円の増額。１枚おはぐりいただきまして、２ペー
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ジ目でございます。７０番国庫支出金９６８万円の増額。７５番県支出金５，１１１万１，００

０円の増額。８０番財産収入４０７万２，０００円の減額。８５番寄附金２６３万７，０００円

の増額。９０番繰入金３，０８６万５，０００円の減額。１００番諸収入１，２２１万７，００

０円の減額。１０５番町債２，４８０万円の減額。続いて３ページ歳出につきましてご説明申し

上げます。款５番議会費１６万８，０００円の減額。１０番総務費２，０３８万９，０００円の

減額。１５番民生費１，１７５万７，０００円の減額。２０番衛生費４，０２７万円の減額。３

０番農林水産業費７０８万２，０００円の減額。３５番商工費５２２万１，０００千円の増額。

４０番土木費４４３万７，０００円の増額。１枚おはぐりいただいて４ページ目です。４５番消

防費２６１万２，０００円の減額。５０番教育費１，５４９万６，０００円の減額。５５番災害

復旧費１，０１６万１，０００円の増額。６０番公債費５０万１，０００円の減額。６５番諸支

出金５０４万８，０００円の増額。９０番予備費２，４８９万６，０００円の増額です。

次に、５ページ第２表繰越明許費でございます。主なものをご説明申し上げます。款１５民生

費、社会福祉費でございますが事業名、江府町地域介護⋞福祉空間整備等施設整備補助金。これ

は、社会福祉協議会を移転⋞改修するものでございます。繰り越しいたします理由は財源が国の

間接補助金によるものでございまして、交付が３月上旬になるということで年度内完了ができな

いということで繰り越しいたすものでございます。７６３万３，０００円でございます。次に地

域少子化対策強化事業、１４０万６，０００円。この事業は結婚⋞妊娠⋞出産⋞子育てし易い環

境を整備するソフト事業でございます。これも国の平成２５年度補正予算による事業でございま

して、３月３１日交付決定が予定されておりまして、年度内完了が出来ないということで繰り越

しをいたす事業でございます。次に３０番農林水産業費の農業基盤整備促進事業でございますが、

これは杉谷大井手等改修を行う事業でございます。１，３１４万４，０００円の事業でございま

すが、工事車両の通行に伴う振動、騒音によりまして集落の方から７１日間の中断がかかりまし

て年度内完了が難しいということで繰り越すものでございます。次に林業費の町有林間伐事業で

ございます。９３６万４，０００円でございます。こちらの繰越し理由は、貝田の御建山の間伐

をする事業でございます。交付決定が１０月下旬になり集落説明、現地調査が遅れ、年度内完了

が難しいということで繰り越すものでございます。次に４０番土木費、町道洲河崎下安井線道路

改良事業、１，９５０万円。工事用道路の盛り土を農繁期以降にするように地元からの要望によ

り工事時期がずれて年度内完了が難しいということで繰り越すものでございます。次に５５番災

害復旧費、農林水産業施設災害復旧費、また公共土木施設災害復旧費でございますが、何れも災

害査定後の実施設計の修正作業に時間を要した、または用地立会が雪のため出来なかったという
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理由によりまして年度内完了が難しいということで繰り越すものでございます。

続きまして１枚おはぐりいただきまして、６ページ第３表債務負担行為補正でございます。

先ず、廃止します事項ですが、江府町地域振興株式会社のスキーリフト建設事業に対しての損

失補償。期間は平成２５年度から平成３３年度まで。限度額は８，８３１万５，０００円。これ

を一旦、廃止いたしまして償還終了したものもありますが、数字を精査いたしまして新たに追加

いたすものでございます。追加いたします期間は、平成２６年度から平成３３年度まで。限度額

は７，９１３万２，０００円でございます。次に補正でございます。一般廃棄物収集運搬業務。

変更後は限度額６，５２２万５，０００円。１０８万９，０００円の増額でございます。次に国

道１８１号（江府道路）道路改築事業に関連する町道洲河崎下安井線橋りょう新設工事及び取付

道路工事施工の費用負担でございます。変更後の限度額が６，１３０万円。５３０万円の増額で

ございます。

続きまして７ページ、第４表地方債補正でございます。過疎対策事業債。補正後の事業費が３

憶２，９１０万円。２，６２０万円の減額になります。減額理由といたしましては、学校教育債、

中学校プール建設の事業費減額に伴う借入の減が主なものでございます。

次に災害復旧事業債。補正後２，９３０万円。１４０万円の増額でございます。これは公共土

木施設災害復旧事業債の増額によるものでございます。トータルいたしまして補正後が４億９，

９５５万２，０００円。２，４８０万円の減額でございます。以上により補正予算を編成いたし

ました。

以下、事項別明細書を添付いたしておりますので、ご覧下さい。

地方自治法第９６条第１項第２号の規定により議会の承認を得たく提案いたすものであります。

ご審議ご承認賜りますようお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 森田住民課長。

○住民課長（森田 哲也君） 議案第４４号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町住宅新築資金等貸

付事業特別会計補正予算（第３号）についてご説明いたします。

本案は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１万７，０００円を減額いたしまして、

歳入歳出予算それぞれ総額を３１０万３，０００円といたすものでございます。１枚おめくり下

さい。歳入ですが、１００番諸収入、５番貸付金元利収入１１万７，０００円を減額するもので

ございます。もう１枚おめくり下さい。歳出ですが９０番予備費、５番予備費を１１万７，００

０円で減額するものでございます。ご審議いただきまして、ご承認賜りますようよろしくお願い

いたします。
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○議長（川上 富夫君） 瀬島福祉保健課長。

○福祉保健課長（瀬島 明正君） 議案第４５号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険

特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ５，１１９万２，０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を３億７，１６０万１，０００円といたすものでございます。

１枚おはぐりください。補正いたします内容は、歳入につきましては、款１０．療養給付費交

付金、項５．療養給付費交付金を５２１万８，０００円増額して１，９７７万９，０００円、こ

れは退職者医療費の増額によるものでございます。つづきまして、款１５．共同事業交付金、項

５．共同事業交付金を１，２０５万６，０００円減額して２，４８０万９，０００円、款７０．

国庫支出金、項５．国庫負担金を１，８２２万３，０００円減額して３，３１０万１，０００円、

１つ飛びまして款７５．県支出金、項１．県負担金を１３４万円減額して２１８万６，０００円、

１つとびまして、款９０．繰入金、項１５．基金繰入金を３，１０７万３，０００円減額して０

円、これらの減額は、一般被保険者の療養給付費等の決算見込みにより減額いたすものでござい

ます。

また、款７０．国庫支出金、項１０．国庫補助金を５１４万４，０００円増額して２，９０４

万９，０００円、診療所歯科の運営費補助金による増額でございます。款９０．繰入金、項５．

一般会計繰入金を９３万５，０００円増額して１，０３３万７，０００円、こちらは基盤安定繰

入金の確定による増額でございます。

１枚おはぐりいただきまして、つづきまして、歳出でございます。款１０．保険給付費、項５．

療養給付費を４，５３６万８，０００円減額して２億８８９万２，０００円、同じく項１０．高

額療養費を６８２万１，０００円減額して２，５８０万３，０００円といたし、また、款２０．

共同事業拠出金、項５共同事業拠出金を１，２９０万円減額して３，８４２万５，０００円とい

たします。先ほど申し上げましたように一般被保険者の療養給付費の減額見込、同じく退職被保

険者の増額見込みによるものです。

また、款２５．保健事業費、項５．保健事業費は健診委託料の確定によりまして２２万１，０

００円減額いたすものであります。款４０．諸支出金、項５．償還金につきましては、共同事業

交付金の精算分として１０５万８，０００円増額して１，３５２万９，０００円、同じく項１０．

繰出金は、施設勘定への繰り出し金として５１６万３，０００円増額して６２１万３，０００円、

款９０．予備費、項９０．予備費につきましては、歳入歳出を調整して７８９万６，０００円増

額して１，１３８万７，０００円といたすものでございます。
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以下、事項別明細書を添付しておりますので、ご審議の上ご承認賜りますようよろしくお願い

致します。

続きまして、議案第４６号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘

定）補正予算（第４号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ１６７万９，０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を２億４，４２６万５，０００円といたすものでございます。

１枚おはぐりください。補正いたします内容で、まず歳入でございますが、款５．診療報酬、

項５．外来収入を決算見込みにより６３８万円減額いたしまして、１億６，９３７万６，０００

円といたしております。款９０．繰入金、項５．繰入金を５１６万３，０００円増額して３，７

９９万３，０００円、これは診療所歯科の運営補助金でございます。款１００．諸収入、項１０．

雑入を１２万３，０００円増額して７７万２，０００円とし、款１０５．町債、項５町債を６０

万円減額しまして５２０万円といたすものでございます。これは、医療機器の購入の確定による

減額でございます。

１枚おはぐりいただきまして、つづきまして、歳出でございます。

款５．総務費、項５．施設管理費につきましては、１４３万６，０００円減額して、１億５，

６３８万４，０００円といたし、これは、看護師の採用がなかったこと、並びに歯科の派遣医師

の増によるものです。款１０．医業費、項５．医業費については、５７１万２，０００円減額し

て５，４０６万１，０００円、こちらは、医療機器購入費並びに義歯作成委託料の減額が主なも

のでございます。款９０．予備費、項９０．予備費として歳入歳出を調整し、５４６万９，００

０円充当いたしまして１，３９１万３，０００円といたすものでございます。

つづきまして、次のページの「第２表地方債の補正」でございます。医療機器の購入額の確定

により、あわせて６０万円減額いたすものでございます。

以下、事項別明細書を添付しておりますので、ご審議の上ご承認賜りますようよろしくお願い

致します。

議案第４７号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正

予算（第４号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ２５７万５，０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を５億５，０４４万２，０００円といたすものでございます。

１枚おはぐりください。補正いたします主な内容で まず歳入でございます。款１０．支払基

金交付金、項５．支払基金交付金を１６２万８，０００円減額して１億４，８４５万６，０００
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円、 款７０．国庫支出金、項５．国庫負担金を２５６万３，０００円減額して８，７４０万１，

０００円、同じく項１０．国庫補助金を７７８万７，０００円増額して５，５１１万５，０００

円、款７５．県支出金、項５．県負担金を２０万８，０００円減額して７，７３８万３，０００

円といたします。これらは交付決定に基づく補正でございます。つづきまして、款９０．繰入金、

項５．一般会計繰入金を９７万９，０００円増額して７，４９２万円、同じく項１０．基金繰入

金を３００万円増額いたしております。款１０５．町債、項５．町債を１，０００万円減額しま

して２００万円といたすもので、これらは決算見込みでの精査によるものでございます。

１枚おはぐりいただきまして、つづきまして、歳出でございます。

款５．総務費、項５．総務管理費につきましては、財源の組み替えのみで、同じく項１５．介

護認定審査会費につきましては６２万７，０００円を減額しまして３４９万２，０００円、項２

５．運営協議会費については２万７，０００円減額しまして３万４，０００円といたします。ま

た、款１０．保険給付費については、項５．介護保険サービス等諸費を６４０万円増額して４億

６，４２８万１，０００円、これは施設介護サービス給付費の増額見込みによるもので、その他

の保険給付費につきましても、実績見込みによる増減でございます。また、款２０．地域支援事

業費でございますが、今後の実績見込みにより項５．介護予防事業費を２５万円減額して１７４

万５，０００円、項１０．包括的支援等事業費を２８９万６，０００円減額して１，００６万９，

０００円といたしております。歳入歳出の調整といたしまして、予備費を４３０万円減額して１

９０万５，０００円といたすものでございます。

つづきまして、次のページの「第２表地方債の補正」でございます。保険給付の実績見込みに

より、１，０００万円減額いたすものでございます。

以下、事項別明細書を添付しておりますので、ご審議の上ご承認賜りますようよろしくお願い

致します。

議案第４８号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（サービス事業勘定）

補正予算（第３号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ３８万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を３０７万８，０００円といたすものでございます。１枚おはぐりください。補正いたします

主な内容はまず歳入でございますが、款５．サービス収入、項５．予防給付費収入を３８万３，

０００円増額し、１７５万３，０００円といたすもので、これは介護予防対象者のサービス計画

の増加にともなう増額でございます。

１枚おはぐりいただきまして、つづきまして、歳出でございます。
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款１０．サービス事業費、項５．介護予防サービス事業費を３８万３，０００円増額し２６９

万１，０００円といたすもので、これはサービス計画作成委託料の増額に伴うものでございます。

以下、事項別明細書を添付しておりますので、ご審議の上ご承認賜りますようよろしくお願い

致します。

つづきまして議案第４９号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特別会計補正

予算（第１号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の予算総額から２８１万円を減額し、歳入歳出予算の総額を４，８１５万８，０

００円といたすものでございます。１枚おはぐりください。補正いたします主な内容でまず歳入

でございますが、款６０．分担金及び負担金、項５．負担金を２８１万１，０００円減額いたし

まして４，５３４万４，０００円といたし、これは、日野病院組合からの負担金の減額等による

ものでございます。

１枚おはぐりいただきまして、つづきまして、歳出でございます。

款２０．諸支出金、項５．繰り出し金を設けまして２８１万４，０００円といたし、款９０．

予備費、項９０．予備費は、０円に減額といたすものでございます。

以下、事項別明細書を添付しておりますので、ご審議の上ご承認賜りますようよろしくお願い

致します。

つづきまして議案第５０号、平成２５年度 鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ２１９万９，０００円を減額し、予算総額を５，

０５９万５，０００円といたすものでございます。１枚おはぐりください。補正いたします内容

は、歳入につきましては、款９０．繰入金、項５．一般会計繰入金を１８８万２，０００円減額

して１，６３５万５，０００円にいたし、款１００．諸収入、項１５．雑入を３１万７，０００

円減額して２５万５，０００円といたすもので、これらは実績見込みによる減額でございます。

１枚おはぐりいただきまして、つづきまして、歳出でございます。

款５．総務費、項５．総務管理費を１０８万８，０００円減額して３７８万９，０００円とい

たし、これは肺炎球菌ワクチンの実績見込み等により減額するものでございます。また、款１０．

後期高齢者医療広域連合納付金、項５．後期高齢者医療広域連合納付金を額の確定により１１万

１，０００円減額して、４，６０７万５，０００円といたし、歳入歳出の調整により予備費を１

００万円減額して５８万２，０００円といたすものでございます。

以下、事項別明細書を添付しておりますので、ご審議の上ご承認賜りますようよろしくお願い
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致します。

○議長（川上 富夫君） 川上奥大山スキー場管理課長。

○奥大山スキー場管理課長（川上 豊君） 議案第５１号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町索道

事業特別会計補正予算（第２号）につきましてご説明申し上げます。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ１，７５３万５，０００円を減額し、予算総額

を７，４５１万４，０００円といたすものでございます。１枚おはぐりください。第１表歳入歳

出補正予算でございますが、歳入につきましては款６５使用料及び手数料、項１０使用料ですが

利用者減により既定の予算総額から１，４８２万３，０００円を減額補正し、補正後予算額を５，

０００万円とし款９０繰入金、項５繰入金を５２８万８，０００円を補正し、款１００諸収入、

項２５雑入の既定の予算額から１４０万円を減額補正し補正予算額を９９２万円とし、款１０５

町債、項５町債は施設整備工事の来年度以降に実施する関係で６６０万円減額補正し、歳入総額

を７，４５１万４，０００円といたすものであります。補正の主な内容は、積算見込により一般

会計繰入金を補正するものであります。

１枚おはぐりください。歳出につきましては、款１０、項１０索道管理費でございますが、既

定の予算額から９０５万２，０００円を減額補正し、補正後の予算額を７，４１６万９，０００

円とし、項９０予備費、項９０予備費の既定予算額から８４８万３，０００円を減額補正し、補

正後予算額を３４万５，０００円とし、歳出総額を７，４５１万４，０００円といたすものであ

ります。補正の内容は、決算見込みにあわせて予算の組み替えをいたすものであります。

以下、事項別明細書を添付しておりますので、ご審議の上ご承認賜りますようよろしくお願い

致します。

○議長（川上 富夫君） 下垣建設課長。

○建設課長（下垣 吉正君） はい。失礼します。議案第５２号、平成２５年度鳥取県日野郡江府

町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４万４，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３８２万３，０００円といたすものでございます。１枚お

はぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は歳入につきまし

て、款９０．繰入金、項５．繰入金は、一般会計からの繰入金を４万４，０００円増額補正いた

すものです。１枚おはぐりいただきまして歳出につきまして、款５．総務費 項５．総務管理費

を、４万４，０００円を増額補正いたすもので、給料３万６，０００円、共済費８，０００円そ

れぞれ増額いたすものでございます。
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次のページをお願いします。第２表繰越明許費ですが、款１０．水道事業費 項５．水道施設

整備費におきまして、杉谷農業集落排水事業の繰越しに伴い、補償工事費を９４８万４，０００

円、２６年度に繰越しいたすものでございます。

以下事項別明細書をご覧いただきまして、ご審議の上、ご承認賜りますようお願いします。

つづきまして、議案第５３号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第４号）につきまして、ご説明申し上げます。

既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２億１，３５９万３，０００円といたすものでございます。１枚おはぐり

いただきまして第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は歳入につきまして、款６

５．使用料及び手数料項５．使用料は、１５万７，０００円を増額補正いたすもので施設使用料

の確定によるものです。款９０．繰入金、項５．繰入金は、一般会計からの繰入金を４万６，０

００円増額補正いたすものです。款１００．諸収入、項１０．雑入は、２９万４，０００円増額

補正で下水道管移転補償費でございます。款１０５．町債 項５．町債は、杉谷地区農業集落排

水事業の確定により５０万円減額補正いたすものです。１枚おはぐりいただきまして歳出につき

まして、款５．総務費 項５．総務管理費は、３万４，０００円を減額補正いたすもので主な内

容は、集落排水処理施設維持管理委託料を３４万４，０００円減額、公共枡移転の工事請負費と

して３１万円増額いたすものです。款１０．農業集落排水事業費 項５．農業集落排水施設整備

費は、３万１，０００円増額補正いたすもので、主な内容は杉谷地区農業集落排水事業確定によ

り使用料及び賃貸借料を４０万円増額、補償補填及び賠償金の水道物件移転補償金を４３万２，

０００円減額いたすものでございます。

次のページをお願いします。第２表繰越明許費ですが、款１０．農業集落排水事業費項５．農

業集落排水施設整備費におきまして、杉谷地区集落排水事業を１，１９９万６，０００円、２６

年度に繰越いたすものです。１枚おはぐりいただきまして第３表地方債補正ですが、杉谷地区農

業集落排水事業確定により辺地対策事業債の限度額２，０４０万円を２，１９０万円に、１５０

万円増額補正、下水道事業債の限度額５，２４０万円を５，０４０万円に２００万円減額補正い

たすものでございます。

以下事項別明細書をご覧いただきまして、ご審議の上、ご承認賜りますようお願いします。

つづきまして議案第５４号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水事業特別

会計補正予算（第２号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７２５万１，０００円を減額し、歳
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入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７，６２４万６，０００円といたすものでございます。

１枚おはぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は、歳入

につきましては、款６０．分担金及び負担金 項５．分担金は、特定環境保全公共下水道分担金

を５５万９，０００円増額補正いたすものです。款６５．使用料及び手数料 項５．使用料は、

下水道施設使用料を７６万円減額補正いたすものです。款７０国庫支出金．項１．国庫補助金は、

特定環境保全下水道事業補助金を１０１万１，０００円減額補正いたすものです。款９０．繰入

金項５．繰入金は、一般会計からの繰入を７３万５，０００円減額補正いたすものです。款１０

０．諸収入、項１０．雑入は下水道工事補償費を４００万４，０００円減額補正いたすものです。

款１０５．町債、項５．町債は下水道債を１３０万円減額補正いたすものです。

１枚おはぐりいただきまして歳出につきましては、款５．総務費項５．総務管理費は、１１２

万４，０００円減額補正いたすものです。内容は、需用費の光熱水費を２４万３，０００円増額、

役務費を９０万円、工事請負費を３１万９，０００円、公課費を１４万８，０００円それぞれ減

額いたすものです。款１０．公共下水道事業費、項５．公共下水道施設整備費は、６１２万７，

０００円減額補正いたすもので、委託料の確定により２５４万６，０００円減額、工事請負費の

確定により３５８万１，０００円減額したすものです。款１５．公債費 項５．公債費は、財源

の組替をいたすものです。

次のページをお願いします。第２表地方債補正ですが、下水道計画策定委託料等の確定により、

過疎対策事業債の限度額を８２０万円から７１０万円に１１０万円減額補正、下水道事業債の限

度額を２，４７０万円から２，４５０万円に２０万円減額補正いたすものです。

以下事項別明細書をご覧いただきまして、ご審議の上、ご承認賜りますようお願いします。

○議長（川上 富夫君） 瀬島福祉保健課長。

○福祉保健課長（瀬島 明正君） 議案第５５号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町神奈川財産区

特別会計補正予算（第１号）につきまして、ご説明申し上げます。本案は、既定の予算総額に歳

入歳出それぞれ、２５万１，０００円を追加いたしまして、予算総額を１６０万７，０００円と

いたすものでございます。１枚おはぐり下さいませ。補正いたします主な内容でございます。歳

入につきましては款８０財産収入、項１０財産売払収入といたしまして２７万５，０００円を補

正して１２７万５，０００円といたします。また款９０番繰入金、項１基金繰入金を２万４，０

００円減額して、０円といたすものでございます。

１枚おはぐり下さいませ。つづきまして歳出でございます。款５番財産区管理会費、項５財産

区管理会費２６万８，０００円増額いたしまして、１３４万円といたします。また款９０番予備
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費、項９０番予備費を１万７，０００円減額しまして２６万７，０００円といたすものでござい

ます。これらは歳入の増額に伴います負担金補助および交付金を増額いたすものでございます。

以下事項別明細書を添付いたしておりますので、ご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し

上げます。

○議長（川上 富夫君） 下垣建設課長。

○建設課長（下垣 吉正君） 議案第５６号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会

計補正予算（第２号）につきましてご説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７２万円を追加し、歳入歳出予算の総額を８３７万

２，０００円といたすものでございます。１枚おはぐりいただきまして第１表歳入歳出予算補正

ですが、補正いたす主な内容は、歳入につきまして款１００諸収入、項５諸収入は、１７２万円

を増額補正いたすもので、町行造林事業に係る木材売払によるものでございます。

１枚おはぐりいただきまして歳出につきまして、款５財産区管理会費、項１０事業費は、１７

２万円を増額補正いたすもので、町行造林事業に係る木材売払による集落への負担金でございま

す。

以下、事項別明細書をご覧いただきまして、ご審議の上、ご承認賜りますようお願いいたしま

す。

○議長（川上 富夫君） 以上、提案理由説明が終了いたしました。続きまして、これより、日程

第４０、議案第４３号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第９号）、日程第

４３、議案第４６号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）補正

予算（第４号）、日程第４４、議案第４７号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特

別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）、日程第４９、議案第５２号、平成２５年度鳥取県

日野郡江府町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）、日程第５０、議案第５３号、平成２５

年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）、以上５件を議題とし、

本案の審議を先議いたします。

日程第４０、議案第４３号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第９号）。

議案第４３号の質疑を行います。

○議員（３番 三輪 英男君） はい。議長。

○議長（川上 富夫君） 三輪議員。

○議員（３番 三輪 英男君） 一般会計補正予算の３９ページ。農林水産業費の５８番農地費。

１２１万５，０００円の減額補正。この減額補正の対象は、農業集落排水特別会計繰出金と記載
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されておりますが、その対象であります農業集落排水をみますと、その数値は前年の補正額の４

万６，０００円となっております。これは、何か特定の事情があったのでしょうか。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。

○企画財政課長（川上 良文君） ちょっと調べさせて下さい。

○議長（川上 富夫君） では、確認して答弁を⋞⋞⋞。

○町長（竹内 敏朗君） ご指摘がありました一般会計の繰出額と受入額が違うということでござ

います。

これは修正させていただければと思いますので、ご理解を頂戴いたしたいと思います。資料は

提出いたします。

○議長（川上 富夫君） 他にございますか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ないので質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（川上 富夫君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第４３号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしまし

た。

日程第４３、議案第４６号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘

定）補正予算（第４号）。

議案第４６号の質疑を行います。

○議員（８番 田中 幹啓君） はい。

○議長（川上 富夫君） 田中議員。

○議員（８番 田中 幹啓君） 町長の話の中にもありましたけど武地先生も非常に不安を感じて

おられますが、将来の江府町の医療体制の確立はどういう形でやっていくのか。例えば、こうい

う時代ですから６０代はまだ若い。第二の青春です。ところが大きな病院に務めている人は６０

代でも辞めていくわけですが日野病院でも見ることが出来ましたけども、身分はどうなるか分か

りませんが全国的に過疎の町、のどかな町で働きませんかという呼びかけをインターネットでも
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流し、医療住宅がありましたが、前副町長が泊まっていましたが、あれなんかを活用してのんび

りと医療に従事しませんかという呼びかけをやって今からやらないと、足らなくなった、探せ、

ないのでここは休診だということではいけないと思います。誰が責任を持つのか、たとえば瀬島

課長が責任を持つのか、副町長が責任を持つのか、そこまで詰めてやらないと話は詰められない

と思います。私も民生委員や国保の審議会に出させていただいておりますが、非常に危機を感じ

ておりますので真剣な今年度の課題として捉えていただきますように、そして具体的な成果を見

せていただきますようにお願いいたします。もちろん私も逃げてはいません。一生懸命そういう

声をかけてみたいと思いますが、皆さんもやらなければ江府町のあれだけ武地先生が頑張ってこ

られて、一つの医療体制というものを確立されたけれども非常に不安感を感じておりますので、

少し演説調になりましたが以上です。

○議長（川上 富夫君） 竹内町長。答弁求めます。

○町長（竹内 敏朗君） ご質問ございました。医療体制の問題です。武地医師も今年で５５歳と

いうことで、十数年やっていただきました。まだまだ意欲を持っていただいております。議会か

ら医師が大変なので、二人体制でもう少し余裕をもってやれたらという意見があったと思います。

ただ現場で話しますと、現在のところは医師の定年制の問題等も議論しなければいけませんが、

やはり看護師不足というのが一番アキレス腱であるというご指摘がありましたので、議員の皆さ

んと一緒になって総ぐるみで看護師体制を整えていく必要があるんじゃないかと考えております。

そう言いながら、いずれ武地先生も高齢化してこられますので地域医療の継続性を保っていくと

いう考え方の議論は早めにしていかなければならないと思っています。

○議長（川上 富夫君） いいでしょうか。

○議員（８番 田中 幹啓君） 二十何年間、１２時半から先、審議したことがないので異常です

からこれで止めます。気持ちだけ受け止めて具体的に看護師医療、医師を含めた将来のビジョン

を示し、実行していただきたいなと思います。

○議長（川上 富夫君） 他にございますか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（川上 富夫君） 討論なしと認めます。

採決を行います。
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議案第４６号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしまし

た。

日程第４４、議案第４７号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事

業勘定）補正予算（第４号）。

議案第４７号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（川上 富夫君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第４７号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしまし

た。

日程第４９、議案第５２号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町簡易水道事業特別会計補正予算

（第５号）。

議案第５２号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（川上 富夫君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第５２号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしまし

た。
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日程第５０、議案第５３号、平成２５年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第４号）。

議案第５３号の質疑を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ないので、質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（川上 富夫君） 討論なしと認めます。

採決を行います。

議案第５３号、本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしまし

た。

⋞ ⋞

日程第５４ 予算特別委員会の設置について

○議長（川上 富夫君） 日程第５４、予算特別委員会の設置について。

おはかりいたします。議長発議として、新年度予算議案の件は、特別委員会を設置し、審査を

行いたいが、これの設置について、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ご異議なしと認めます。よって予算審議は、特別委員会を設置して審査

することに決しました。

おはかりいたします。議長発議として、各特別委員会の名称並びに委員の構成は、江府町議会

委員会条例第５条の規定により、一般会計予算特別委員会とし５名、特別会計予算特別委員会と

し５名をもって、それぞれの特別委員会を設置し、以上の委員数で構成することにご異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ご異議なしと認めます。よって、各特別委員会の設置並びに委員の構成

は、議長発議のとおり決しました。

おはかりいたします。各特別委員会の委員の指名は、江府町議会委員会条例第６条の規定によ

り、議長において指名することとし、一般会計予算特別委員会委員には、田中幹啓議員、三輪英
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男議員、森田智議員、上原二郎議員、竹茂幹根議員の５名、特別会計予算特別委員会委員には、

越峠惠美子議員、三好晋也議員、川端雄勇議員、長岡邦一議員、川上富夫の５名、以上指名いた

します。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ご異議なしと認めます。よって、所属委員は、議長指名のとおり決しま

した。

それでは、ここで暫時休憩とし、その間に各特別委員会では、直ちに正副委員長を互選し、議

長まで、報告をいただきたい。暫時この場で休憩いたします。

午後０時４０分休憩

午後０時４１分再開

○議長（川上 富夫君） 再開いたします。

では各特別委員会より報告のあった正副委員長を公表いたします。

一般会計予算算特別委員会委員長、田中幹啓議員、副委員長、三輪英男議員。特別会計予算特

別委員会委員長、越峠惠美子議員、副委員長、三好晋也議員の以上であります。

では、各委員会に付託する議案は、次のとおりであり会期中の審査として付託します。

一般会計予算特別委員会は議案第２７号を、特別会計予算特別委員会は議案第２８号から議案

第４２号までの１５件、以上、それぞれの委員会に付託するので、結果を会期中に報告を求めま

す。

⋞ ⋞

日程第５５ 陳情書の処理について

○議長（川上 富夫君） 日程第５５、陳情書の処理についてを議題といたします。

受理した陳情書は、お手元に配りました陳情文書表のとおりです。

おはかりいたします。陳情第１号は、総務経済常任委員会に付託し、会期中の審査とすること

にご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ご異議なしと認めます。よって、陳情第１号は総務経済常任委員会に付

託することに決しました。会期中の審査をお願いします。

⋞ ⋞

○議長（川上 富夫君） 以上で、本日の議事日程は、全部終了しました。
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これをもって、散会とします。どうもありがとうございました。

午後０時４４分散会
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